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緒 言

わが国のリンゴ栽培で,接木の台木として使用されてきたリンゴ属植物には,ミツバカイドウ (Malus

Sl'eboldb'Rehd.),マルバカイドウ(MilusM oEaBorkh.),エゾノコリンゴ(Malusbaα:ataBorkh.),

わい性台木 (M 系及び MM 系)などがある (福田,1995;猪崎 ･丸橋,1989)｡これらの中で,マルバ

カイドゥはさし木発根が容易で,もっぱら休眠枝ざLによって繁殖されているが,その他の台木植物は発

根が困難なために,実生または取り木法によって台木養成が行われている(猪崎･丸橋,1989;塚原,1990)｡

しかしながら,実生繁殖法によると,遺伝形質が雑多なために均一な台木が得られないという欠点があり,

また取り木法でははん雑な手間を要する上に大量増殖が困華であるという問題があるoそこで,これらの

問題の解決策として組織培養による大量増殖が試みられ,リンゴにおいては技術的にほぼ完成していると

いわれる(塚原,1990)｡しかし組織培養には特殊な施設や備品･用具と多大の労力や時間を必要とするた

め,一般には実施しがたいという問題点を含んでいる｡とくにM 系のわい性台木については,わが国で

はさし木発根で養成した苗木の流通は皆無といわれている (小池,1995)0

そこで筆者らは,一般の休眠枝ざLと同様に簡便な繁殖法として,展葉期に2年生の枝を含むさし穂を

採取し,これにオーキシン処理を行ってさし木する ｢展葉枝ざし｣の有効性について報告した (佐藤,1995,

1997;佐藤 ･細江,1998;佐藤 ･佐野,1999)｡今回は展葉枝によるさし木繁殖の可能性をリンゴについ

て検討するため,数種の台木植物を用いてさし木実験を行ったのでその結果を報告する｡

材料及び方法

実験は信州大学農学部附属高冷地農業実験実習施設 (標高 1351m,年平均気温 6.8C)のガラス室内で

1996年から1998年にかけて行った｡

供試材料として8年生(1996)のマルバカイドウ及びミツバカイドゥと6年生(19(96)のわい性台木M9の

前年枝を展葉期に採取して用いた.さし穂は 5-8cm の長さに切断し,葉芽数に関する実験以外は,すべ

てさし穂 1本当たり2芽になるように調節した｡さし穂基部の切断は斜め切りとし,さらに裏側から返し

切りを行った｡

(1)さし床用土の種類と発根促進剤の有無に関する実験

さし床用土としてマルバカイドゥを用いた実験では,鹿沼土,赤土,砂,畑土の単用区のほか,ピート

モスと鹿沼土を3:2で混合した区(以下 P十K)及びピートモスにバーミキュライトを同じ比率で混合した
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区(以下P+V)の合計6区を設けたO-方のミツバカイドゥを用いた実験では,上記6区のうち砂区を除外

し,合計 5区としたoまた,発根促進剤としてインドール酪酸(以下IBA)2,000ppmの 50%アルコール溶

液にさし穂の基部2cmを10秒間浸漬する区と50%アルコール溶液のみに同様に浸漬する区を設けた｡

(2)発根促進剤IBAの処理濃度に関する実験

IBAの処理濃度は,マルバカイドウ及びミツバカイドゥについては,0,500,1,000,2,000及び4,000ppm

の5段階とし,またM9台木については,0,1,000,2,000,4,000,6,000及び8,000ppmの6段階とし

た｡さし床にはP+Kの床土を使用し,IBAの処理方法は(1)と同様に行った｡

(3)さし穂の採取部位に関する実験

さし木母樹 (ミツバカイドウ)より採取した2年生展葉枝を,先端部,中央部及び基部に分け,それぞ

れIBA2,000ppm溶液に浸漬処理を行った後,P+Kのさし床にさした｡

(4)さし穂の葉芽数に関する実験

ミツバカイドゥより展菓枝を採取し,さし穂 1本当たりの葉芽数を0(除芽),1,2及び 3芽になるよ

うに調整した後,直ちにIBAの2,000ppm溶液に浸漬処理を行ってP+Kのさし床にさした｡

(5)さし穂の摘菓処理に関する実験

ミツバカイドゥのさし穂の展菓した葉をすべて摘菓した区(以下全摘),半分摘葉した区(以下半摘)及び摘

葉を行わなかった区(無摘)の3処理区を設定し,IBA2,000ppm溶液に浸漬した後,P+Kのさし床にさし

木した｡

(6)さし穂の展菓数に関する実験

ミツバカイドゥのさし穂の 1芽(上位の芽)当たりの展英数が,0(展菓直前)から8枚になるまでの期間

を5段階に分けてさし穂を採取し,IBA2,000ppm処理を行ってP+Ⅴのさし床にさし木した｡

さし穂の供試本数はいずれの実験も1処理区20本とし,10-11月の落葉期に堀り上げて活着率及び生

長量を調査した｡なお,ガラス室内の温度は最高を30℃,最低5℃となるように自動暖房装置及び天窓自

動開閉装置を用いて調節し,かん水は自動かん水装置を用いて日中のみ1日3-5回(1回につき5分間)の

定時かん水を行った｡

結果及び考察

さし床用土の種類とIBA処理の有無に関するマルバカイドゥの実験結果は,表1に示したとおりで,

いずれの床土区においてもIBA処理の効果が認められた｡最高の活着率(100%)を示したのは,P+Ⅴ区の

IBA2,000ppm処理で,P+K区のIBA2,000ppm処理がこれに次ぎ(95%),鹿沼土区の2,000ppm処理も

比較的高い値(80%)を示した｡これに対して砂区及び畑土区は,IBA2,000ppm 処理を行っても活着率は

わずかに 20%以下であった｡マルバカイドゥは,前述のようにさし木発根の容易な台木として知られて

おり,一般の畑土でも休眠枝ざLで充分に発根するが,本実験の畑土区では IBA処理の有無にかかわら

ず,活着率は極めて不良であった｡その原因として,前報(佐藤 ･細江,1998)のホクシマメナシの挿木で

も認められたように,土壌殺菌をしなかったために雑菌が繁殖し,根腐れを誘起したためと考えられる｡

また,砂区で活着が不良であったのは,さし床の高温 ･乾燥によるものと思われる｡さらに IBAの処理

効果は発根数や生体重にも認められ,砂区以外のすべての床土区において明らかに増加した｡このような

IBAの発根促進効果はモモ(佐藤,1995),ニホンスモモ(佐藤 1997),ホクシマメナシ(佐藤 ･細江,1998),

マメガキ(佐藤 ･佐野,1999)でも認められた｡

マルバカイドゥと同様の実験をミツバカイドゥについて行った結果は,表2に示したとおりで,マルバ
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表1 さし床の種類及びIBA処理がマ ルバカイ ドゥのさし木の活着率及び生長壬に及ぼす影響(1996)

床 土 IBA濃度 活着率 薪梢長 新梢径 1次枚数 重 畳* 展乗数**
(mm) (本) (冒) (枚)

2.3 3.0 1.8 3.7

2.3 9.2 2.6 4.3

2.3 3.0 0.8 4.3

2.2 9.5 2.1 4.0

2.0 1.0 0.4 4.1

2.0 2.3 1.1 4.2

(ppm) (%) (cm)
0 55 0.8
2000 80 1.70 5 1.0

2000 55 0.6010 0.5
2000 15 0.6

鹿 沼 土

赤 土

畑 土

0 0 -

2000 20 0.6 1.8 4.8 1.6 4.5

ピー トモス+ 090 1.1 2.2 7.6 2.1 4.0

鹿沼土 2000 95 0.7 2.1 10.8 2.4 4.3

ピー トモス+ 0 85 0.6 2.0 5.8 1.6 3.9

バーミキュライ ト 2000 100 0.6 2.1 14.7 2.3 4.2

*活着 したさし木の個体の平均全生体重(表1-表9も同様)

**さし穂先端の1芽当り平均展乗数(表1-表9も同様)

表2 さし床の種類がミツバカイ ドゥのさし木の活着率及び生長畳に及ぼす影響(1996)

床 土 Ⅰ写pA,i*m門 欝 苧警
≒

.■
∵

農業数(枚)

3.6

3.6

3.5

3.4

3.6

3.8

3.6

3.2

3.9

3.7

055 3.1
2000 95 1.2

0 40 2.6

2000 65 1.2065 1.2

鹿 沼 土

赤 土

畑 土
2000 80 1.3

ピー トモス+ 0 30 2.0

鹿沼土 2000 95 1.4

ピー トモス+ 045 1.6
バーミキュライ ト 2000 100 0.9

表3 IBAの処理農度がマルバカイ ドゥのさし木の活着率及び生長量に及ぼす影響(1996)

IBA濃度 活着率 新柄長 所梢径 1次校数
(ppm) (%) (cm) (mm) (本)
0 95 0.8 2.2 7.1

500 100 0.7 2.1 6.7

1000 100 0.7 2.2 9.1

2000 90 0.8 2.0 12.2

4000 75 0.7 1.9 10,2
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表4 IBAの処理農度がミツパカイ ドゥのさし木の活着率及び生長畳に及ぼす影響(1996)

IBA濃度 活着率 新梢長 新梢径 1次校数
(ppm) (%)
0 0
500 40

1000 90

2000 100

4000 95

(cm) (mn)

2.8 1.8

2.2 2.0

1.3 1.9

2.1 1.9
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表5 IBAの処理農度がM9台木のさし木の活着率及び生長量に及ぼす影響(1998)

千新
ー

IBA濃度 活着率 新梢長
(ppm) (%) (cm)0-
1000 10 2.3
2000 50 2.8
4000 30 1.9
6000 15 3.2
8000 10 0.8

注 土...ピー トモス+

表6 さし穂の採取部位がミツバカイ ドゥのさし木の活着率及び生長畳に及ぼす影響(1997)

中央部 100 1.3 1.28
基 部 95 0.8 1.36
注 土...ピー トモス+ 沼土

IBA処理濃度.‥ 2000ppm

534
-
269

738249

表7 さし穂の葉芽数がミツバカイ ドゥのさし木の活着率及び生長畳に及ぼす影響(1997)

.芸 芸 芸 鷲 .門 cTnf 軍 1琴 敷 き!,i A(鷲.,:-
1芽 80 0.9 1.5
2芽 100 1.0 1.6
3芽 100 0.9 1.5
注 土...ピー トモス+ 沼土

IBA処理濃度‥ .2000ppm

1.8- 0.6 4.4
3.0 1.3 4.5
4.2 1.7 4.3

表8 さし穂の清美処理がミツバカイ ドゥのさし木の活着率及び生長畳に及ぼす影響(1996)

讐 票 貢ぎ 雫.岩i 雫等 7 1軍 ㌘ i2g.: 展軍 1*
半 摘 80 0.9 1.9 7.3 2.4 2.7
全 楕 0 -
* 巨- 処理後の平 ′展 ●
注 床土...ピー トモス+鹿沼土

IBA処理濃度‥ .2000p叩

0.0

表 9 さし穂の展菓数がミツパカイ ドゥのさし木の活着率及び生長量に及ぼす影響(1997)

1次枚数 重畳 展菜数*
(本) (g) (枚)
2.3 1.1 0.0
2.7 1.3 1.4
6.5 1.4 3.6
6.6 2.2 5.3
5.2 3.2 7.5

展 乗 数 活着率 新梢長 新梢径
% (cm) (mn)

0 70 0.6 1.5
1-2 80 1.1 1.4
3-4 100 1.5 1.3
5-6 95 1.4 1.4
7-8 30 6.0 2.0
* さし木直後の平均展菓数
注 さし床用土‥ .ピー トモス十バーミキュライ ト

IBA処理濃度...2000ppm
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カイドゥと同様に,最高活着率を示したのは､P+V区の IBA2,000ppm 処理(100%)で,P+K及び鹿沼

土区のIBA2,000ppm処理(95%)がこれに次いだ｡本実験では砂区は設けなかったが,畑土区のIBA処理

ではマルバカイドゥと異なり,比較的高い活着率(80%)を示した｡発根数についてはIBA処理の効果が明

らかで,著しい増加が認められた｡～また生体重についても赤土区以外はすべて増加し,IBAの処理効果が

認められた｡したがって,ミツバカイドゥは従来の休眠枝ざLではさし木発根が困難で,もっぱら実生繁

殖で増殖されたが,本実験の展葉枝ざLによると,マルバカイドゥに匹敵する活着率を得ることが可能で

あった｡

発根促進剤としての IBAの効果をマルバカイドゥを用いて濃度別に調査した結果は,表 3に示したと

おりで,活着率は4,000ppm処理で若干低かったが,その他の処理濃度ではいずれも90%以上を示した｡

とくに500及び1,000ppmでは100%の活着が認められ,またIBA無処理区でも95%の高い活着率を示

した｡したがって発根の容易なマルバカイドゥの展菓枝ざLは従来の休眠枝ざしのようにあえて発根促進

剤を用いなくても充分に目的が達成されるように思われる｡しかしながら,発根しにくいにミツバカイド

ゥを用いて同様の調査をした結果は,表4に示したとおりで,IBA処理の効果が明らかに認められた｡す

なわち,活着率が最高を示したのは 2,000ppm 処理(100%)で,これより濃度が低下するにつれてしだい

に低くなり,IBA無処理区では活着が全く認められなかった｡また,最高処理濃度の4,000ppm区では95%

の活着率を示し,発根数も濃度が増すにつれて増加した｡したがって,IBA処理は発根困難な植物に対し

てより大きな効果を発揮するものと考えられる｡さらに処理濃度については,発根困難な植物ほど高濃度

の処理を必要とするように思われる｡

次に,さし木繁殖がほとんど不可能といわれるM9台木(小野･小池,1998)を用いてIBA処理濃度の効

果を調べた結果は,表 5に示したとおりである｡すなわち,IBA無処理区では活着率が0%であったが,

2,000ppm 処理区で最高の活着率(50%)を示し,4,000ppm 以上では処理濃度が高まるにつれて低下する

傾向が認められた｡しかし発根数については,4,000ppm までは濃度が高まるにつれて増加し,それ以上

の濃度では漸減する傾向が認められた｡本実験ではさし床用土として P+Kのみを用いたが,表1及び表

2の結果からP+Ⅴを用いることによって活着率の若干の向上が期待される｡また,処理濃度についても

さらに詳細に検討する必要がある.さらに Zinmerm an･Fordha皿(1985)はin vitroの実験において,オ

ーキシン処理と発根率の関係が品種によって大きく異なることを認め,この相違が新梢の生理的条件の差

によって起こるものであろうと述べている｡したがって今後はさらにさし穂からの不定根の発生を生理的

な面から追求する必要があると思われる｡

ミツバカイドゥを用いたさし穂の採取部位に関する調査結果は,表 6に示したとおりで,最高の活着率

(100%)を示したのは,2年枝の中央部より採取した区で,次いで基部(95%),先端部(85%)の順に低下し

た｡新梢長は先端部が最も長く,それより基部に向かうにつれて低下したが,生体重は逆に基部に近くな

るにつれて増大した｡このように枝の中央部の活着が最も優れるという結果は以前にホクマメナシを用い

た実験結果(佐藤･細井,1998)と一致したO次ぎにさし穂 1本当たりの芽数については,表 7に示したよ

うに,すべての芽を除去した場合の活着率は0%であったが,1芽着生で80%,2芽及び 3芽着生でいず

れも100%であった｡また,1芽の場合の発根数及び生体重は 2芽または3芽に比べて少なかったが,2

芽と3芽の間には大きな差は認められなかった｡したがって,さし穂1本当たりの芽数は2芽が適当と考

えられる｡

さし穂 1本当たりの展乗数については,表8に示したように,展乗数が3-4枚で最高活着率(100%)を

示し,5-6枚でもかなり高い活着率(95%)が認められた｡しかし展乗数がさらに増加して 7-8枚になる

と,活着率は急に低下した｡これは恐らくさし穂の吸水と蒸散のアンバランスによるものと考えられる｡
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したがって,実用的には展葉直後から6枚程度展葉するまでの期間が,さし穂の採取適期と考えられる｡

さし穂の摘葉処理の影響は,表9に示したとおりであって,展菓した葉を全て摘除した区の活着率は0%

であったが,半分摘葉した区は 80%と高い活着率を示し,さらに摘葉処理を行わなかった区では 95%が

活着した.この結果は前報(佐藤･細江,1998)のホクシマメナシの実験結果とほぼ一致し,展葉がさし木

の発根に対して重要なかかわりをもっていることを示すものと考えられる｡したがって,今後この点に関

する詳細な調査が必要であると思われる｡

なお,さし木の発根状態は図1(マルバカイドウ),図2(ミツバカイドウ)及び図3(M9台木)に示すとおり

であって,新梢の 2次生長は極めてわずかであった｡今後は発根後の生長を促進する方法についても検討

する必要があろう｡
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図1 さし木50日後におけるマルバカイドゥの発根状態 (IBA.2,000ppm処理)

図2 さし木50日後におけるミツバカイドゥの発根状態 (IBA.2,000ppm処理)
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図3 さし木当年の落葉期におけるM9台木の発根状態 (IBA.2,000ppm処理)

摘 要

わが国のリンゴ栽培に用いられてきた主要台木のうち,さし木発根の容易なマルバカイドゥと反対に発

根の困難なミツバカイ ドウ及びM9台木を用いて展葉枝ざしの可能性を検討した｡

1.さし床の用土と発根促進剤としてインドール酪酸qBA)を組合せた実験で,マルバカイドゥはピー ト

モスとバーミキュライ トの混用区(容積比 3:2)及びピー トモスと鹿沼土の混用区(容積比 3:2)の

IBA2,000ppm 処理で高い活着率(95%以上)を示した｡一方,ミツバカイ ドゥは,同じくピー トモスとバ

ーミュキュライトの混用区及びピー トモスと鹿沼土の混用区の IBA2,000ppm 処理のほか,鹿沼土の単用

区のIBA同濃度処理においても,高い活着率(95%以上)を示した｡

2.IBAの処理濃度に関する実験では,マルバカイドゥの場合は,500及び 1,000ppm で最高の活着率

(100%)を示し,IBA 無処理でもこれに匹敵する活着率(95%)を示した｡一方のミツバカイ ドゥは,

IBA2,000ppm処理で最高の活着率(100%)を示し,1,000及び4,000ppm処理でもかなり高い活着率(90%)

を示したが,IBA無処理では全く活着が認められなかった｡これらに対してM9台木の活着率は全般に低

く,最高は2,000ppm 処理の 50%で,4,000ppm 処理の 30%がこれに次いだ｡また,IBA無処理では全

く活着が認められなっかた｡

3.ミツバカイドゥのさし穂のうち2年生枝の中央部及び基部から採取したものは,高い活着率(95%以

上)を示したが,先端部はこれより若干低く(85%),また発根数も少なかった｡

4.ミツバカイ ドゥのさし穂の芽数に関する実験では2及び 3芽着生のさし穂の活着率(100%)が最高を

示し,発根数も1芽区より多かったが,除芽区では全く活着が認められなかった｡
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5.さし穂の展英数についてミツバカイドゥを用いた実験で,先端の1芽当たり3-4枚展葉した区が最

高の活着率(1000,こ.を示し,次いで 5-6枚展葉した区(95%)も比較的高かったが,7-8枚区(30%)では著

しく劣った｡

6.さし穂に対する精美処理の影響をミツバカイドゥについて調査したところ.無摘区の活着率が最高

(95%)で,次いで半摘区(80%)もかなり高い値を示したが全摘区では全く活着が認められなかった｡

キーワード:リンゴ台木,展葉枝ざし,さし床用土 インドール酪酸
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